
　川西さんは津野町芳生野でミョウガや直
販野菜、お茶、水稲など様々な品目を栽培
しています。長年の農作業でしっかり鍛えら
れた足腰で、現在でも20㎏の肥料を軽々と
持ち運びます。地域の野菜作り先生として
子供たちへ授業をしていただいたこともあり
ます。これからも元気に野菜作りを頑張って
ください ！  

力仕事は慣れちゅうよ！
川西 敏夫さん　（76）
かわ にし   とし  お

いい釣り場ありますよ！
横田 竜一さん（45）

　マスク有りなら、と撮影させていただいたのは興
津地区で渡船業を営む横田さん。釣りはもともと趣
味だったそうで、釣り人の世話をする立場になった
今では興津のいい釣りスポットを案内しています。
最近は時間があれば読書も楽しんでいるそうです。
「皆さん興津に釣りに来てください ！ 」

今年もいい生姜作るきね～　　
井上 健一さん（60）

　四万十町で生姜を栽培する井上さん。薬
味はもちろん、佃煮や鍋にしてもおいしい生
姜を食卓へ届けるべく、生姜部会長として
日々真剣に取り組まれています。背後の広い
圃場へは春の植え付けを予定しています。
青々と茂る生姜畑は町の風物詩のひとつで
もあります。おいしい生姜、楽しみにしていま
すね ！
（井上さんは今月号７ページにも出演中です ！ ）

よこ  た　りゅう いち

いのうえ  けん いち

　梼原町井高の中越 好明さんは酒米を栽
培されており、令和２年度高知県酒米品評
会ではフクヒカリ部門で特別賞を受賞されま
した ！  井高地区は標高800ｍ程で日照時間
も短く、栽培を続けていくことも大変な環境
ですが、「今回の受賞を励みに今後も高品
質な酒米の生産に取り組みたい」と語ってく
れました。

ここは雪もよう降るで～！
中越 好明さん　（68）
なか  ごし   よし あき

東津野地区
より

梼原地区よ
り四万十地区より

興津地区より
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四万十地域より四万十地域より

水稲用除草剤 『初期剤・
初中期一発剤』 の上手な使い方
　水稲栽培における雑草防除は、近年では一発処理剤やジャンボ剤によるものが主流になってきています。薬剤の成分に
より有効な草種が異なるので、発生する草種に合った薬剤を使用することも大事になってきます。
　初期剤や初中期一発剤といった湛水土壌処理剤をしっかり効かせるためには、薬剤処理後、少なくとも３～４日間、水
深を３～５㎝に保ち、土壌表面に薬剤の処理層を形成させることが重要です。
　そのためには田面を均平にし、漏水を極力防ぐ圃場作りを心がけましょう。また、周辺環境の保全のためにも、農薬が
土壌に落ち着くまでの７日間は、落水及びかけ流しは行わないように徹底しましょう。

◎お問い合わせ先：津野山営農経済センター経済課（TEL.0889－62－2335）～紹介した商品以外の除草剤については、各支所・グリーンにお問い合わせ下さい～

【商品紹介】

※薬剤使用前に農薬のラベルを熟読し、使用量、
使用時期・回数等を十分注意して使用基準を守りましょう。

　厳寒期が終わり、気温も上昇してくる時期となりました。この時期には、新根の伸長が盛んになり、同化養
分の蓄積が始まるころです。地下部の根張りの良し悪しによって地上部（枝葉）の生育が左右されます。施肥
は必ず適切な時期に行うようにしましょう。
　また、ユズ部会では出荷先であるJA馬路村の栽培基準に準じた栽培方法を行います。よって、化学的に合成さ
れた農薬及び肥料は使用できません（除草剤も全く使用できません）。有機栽培に準じた栽培管理を行ってください。

今が肝心 ！  ゆずの施肥管理
津野山地域より 収量向上↑

【成木の施肥と病害虫防除の時期】

※１ 早い芽が１㎝程度伸びた時期に必ず実施する。　※２ ５月下旬の追肥（ゆず園）は着花量に応じて加減する。
※３ カミキリムシの産卵防止のため、除草に努める。イオウフロアブルはICボルドー66Dとは前後２週間以上間隔をあけて
　　散布する。コロマイト水和剤の総使用回数は２回以内。
※４ 葉の表裏、幹部にも十分散布する。カミキリムシの駆除に努める。

３月上旬

時期（月）

ゆず園（７ｰ４ｰ５）
（なたね油粕）

肥料名（成分量）
適用病害虫

140（200）

施用量（kg/10a）
防除薬剤（希釈倍率）

5.6
（4.0）

7.0
（２）

9.8
（10.6）

成分量（㎏）
リン酸 カリ窒素

注意事項

元肥です。
必ず実施 ！

４月 そうか病
幹腐れ病 Zボルドー（500倍） ※１

５月 ゆず園（７ｰ４ｰ５）
そうか病

80（※２）
Zボルドー（500倍） 3.2 4.05.6

６月 幹腐れ病
ミカンサビダニ

ICボルドー66D（50倍）
①イオウフロアブル（400倍）
②コロマイト水和剤
（2,000～ 3,000倍、２回以内）

※３

７月 ミカンハダニ ハーベストオイル（150倍） ※４

【幼木の施肥の時期】（10a当たり80本植えを基本とする）
〈例１〉

３～10月（月１回）

時期

ゆず園（７ｰ４ｰ５）

肥料名（成分量）

40（月１回量）

10a当たりの施用量（㎏）

0.5（月１回量）

1樹当たり施用量（㎏） 合計（㎏）

320

〈例２〉 ※発酵ケイフンの連続施用は避ける。

３～10月（月１回）

時期

菜種油粕または
発酵ケイフン※

肥料名

80（月１回量）

10a当たりの施用量（㎏）

１（月１回量）

1樹当たり施用量（㎏） 合計（㎏）

640

エリジャン乳剤 １ 300ml/10a
植代後～移植前７日前まで
移植直後～ノビエ１葉期
ただし、移植後30日まで １回

原液散布
水中拡散性に優れているので、
安定した効果が得られる

１回

デルカット乳剤 ２ 500ml/10a 植代時（移植４日前まで）
代かき作業時に原液で
土壌混和処理を行なえる

クサトッタ粒剤 ４ ３㎏/10a
移植直後からノビエ２葉期
ただし、移植後30日まで

初期一発除草剤

ホクト粒剤 ４ ３㎏/10a
移植後５日からノビエ３葉期
ただし、移植後30日まで

クリンチャーの成分を含む

ホームランＬ
ジャンボ

３ 500ｇ/10a
移植後３日からノビエ２葉期
ただし、移植後30日まで

ノビエに対する残効性の
長い有効成分を含む
一発処理除草剤

カイリキZ
ジャンボ

３ 300ｇ/10a
移植後３日からノビエ３葉期
ただし、移植後30日まで

一年生雑草から
多年生雑草、

SU抵抗性雑草に高い効果

エーワン
ジャンボ

２ 300ｇ/10a
移植後５日から
ノビエ2.5葉期まで

ただし、移植後30日まで

雑草を白化させて枯死させる。
抵抗性雑草、イボクサ等などの
特殊雑草に高い効果

イノーバ
ＤＸ粒剤

４ 1㎏/10a
移植直後からノビエ２葉期まで
ただし、移植後30日まで

田植同時散布が可能

成分数 特性使用回数使用時期使用量商品名
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句 【各支所連絡先】

大野見支所 0889－57－2321
東津野支所 0889－62－2211
興津支所 0880－25－0002

事故受付など　高西サービスセンター

0889－40－4141

㈱JAメモリアルこうち　津野山出張所

0889－40－1955

葬祭会館　ルミエール四万十

0880－22－5900

梼原支所（旧JA津野山本所）

0889－65－0111

四万十支所（旧JA四万十本所）

0880－22－0003
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